
 赤ちゃんと
 ママにやさしい
「母乳育児」を
 応援します！

今日も世界のどこかで
薬のはなし
アロマセラピーの魅力

日赤医療センターの基本理念
赤十字精神『人道・博愛』の実践
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2
0
1
0
年
、
構
想
か
ら
5
年
の
月
日
を
経
て
、

つ
い
に
新
生
・
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
新
病
院
は
、
旧
病
院
に
比
べ
て

診
療
体
制
の
大
幅
な
充
実
が
図
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

隣
接
す
る
看
護
大
学
、
附
属
乳
児
院
、

新
た
に
整
備
さ
れ
る
老
人
保
健
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
と
手
を
取
り
合
い
、

保
健
、
医
療
、
看
護
、
福
祉
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
に
提
供
す
る
中
核
拠
点
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
特
集
で
は
、
新
病
院
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
生 

日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー

特集

よ
う
こ
そ
！

僕
と
一
緒
に
新
病
院
を

歩
い
て
み
よ
う

当センターの象徴の一つとして長年親し
まれてきた赤レンガ塀を、新病院では塀材
などに復元・再利用。可能なかぎり近隣・
周辺環境との調和を進めています。

赤レンガ

今後、段階的に赤レンガの復元・再利用の範囲を広げ
ていく予定です

もっと便利に、

快適に。

あ
ら
ゆ
る
機
能
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

新
病
院
の

注
目
ポ
イ
ン
ト

一挙
公
開
！

「
外
来
」「
入
院
」「
高
度
医
療
」
の
各
機
能
で

患
者
さ
ん
の〝
便
利
〟〝
快
適
〟
に
つ
な
が
る

新
た
な
試
み
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

新病院くん



診
察
時
間
が
近
づ
く
と
音
声
と
振
動

で
お
知
ら
せ
す
る
呼
出
用
携
帯
端
末

再来時は、専用の受付機で診察の手続き
を行うと、端末を受け取ることができます

新たに地下に設けられた駐車場。
もちろん24時間利用が可能

366台（機械式300
台、自走式66台）の駐
車スペースを地下部
分に設置。１階外来エ
リアとは直通エレベ
ーターで結ばれてい
ます。

外来の患者さんに、診察の順番をお知らせする呼出用携
帯端末をお渡ししています。患者さんは、受け付け後、診察
の直前まで院内のお好きな場所※でお待ちになれます。
※院外や地下駐車場に持ち出すと警告音でお知らせします。

患者さんやお
見舞いに訪れた
方々が気軽に利
用することがで
きるレストラン、
売店、カフェテ
リア、花屋、本屋を設け
ました。（★各店舗の詳
細は 7 ページをご覧く
ださい）

駐車場

呼出システム

レインボースクエア

「みのりのとき―燦燦（さんさん）」 「みのりのとき―爽風（そうふう）」

1 階アトリウム内の 2 カ
所の壁画は、画家・田村能
里子さんの手によるもの。

「みのりのとき―燦燦」「み
のりのとき―爽風」と題し
た作品は、実りの季節の
喜びに満ちあふれる世界
が描かれ、観る者の心を
和ませる作品です。

心を和ませるアトリウムの大壁画
Check!

1944年、愛知県に生まれる。66年、武蔵野美術大学油絵実技専修科卒業。69年から4年間、インドに滞在し、大地
に生きる人々を描く。86年、文化庁芸術家在外研修員として中国・西域地方に滞在。中国・西安のホテル「唐華賓館」

（88年）を皮切りに、中山競馬場、客船「飛鳥」、横浜コンサートホール、大阪赤十字病院などで、これまで50余りの
壁画を制作。昭和会展優秀賞、現代の裸婦展グランプリ、日本青年画家展優秀賞、前田寛治大賞展佳作賞などを受賞。

田
た

村
むら

 能
の

里
り

子
こ

さん 
プロフィール

隣接する看護大学には同じ
く田村さんによる壁画「み
のりのとき（1）―曙（あけ
ぼの）」があります

 もっと便利に、快適に。
新生 日赤医療センター

外 来

ご来院からお帰りに至るまで
スムーズな流れを実現

診察の待ち時間
やお見舞いに役
立つテナント店
舗がずらり

旧病院解体後は正面奥に中央広場を設け、緑豊かな環境との一
体感を創出する予定

天井までの高さが 10 メートル以上ある 3 層吹
き抜け構造で開放感を演出。足下には床暖房を設
置し、すべての来訪者を温かく迎え入れます。

アトリウム
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従来は分散していた収納スペースを壁面に集約し、
ベッド周りをスッキリとさせることで、バリアフリー
性の高い快適な療養環境を提供します。

患者さんにはシャンプーなどの入ったアメニティーセットをプレゼン
ト。個人パソコン用のインターネット環境も完備しています

床材には滑りにくいノンワックスタイプの単層シート、窓ガラスは断
熱性を高めたタイプを使用

食事を取る際は、病室と食堂・談話室
のお好きな方を選ぶことができます※

入 院

リラックスできる環境で
患者さんの早期回復をサポート

晴れた日は富士山も
望むことができる 2 面
ガラス張り構造を採用。
液晶テレビやインター
ネットコーナーを設け、
患者さんがくつろげる
空間を創出しました。

病棟の入口部分にタッ
チ式の IC カード施錠シ
ステムを設置。入院患者
さんや所定の手続きを済
ませた方々のみにカード
をお渡しすることで、病
棟全体のセキュリティー
レベルを高めました。

食堂・談話室セキュリティー

特別個室（Sタイプ）一般4床室

新病院内の各所に取り付けられた手すり
の形状は、一般的によく見られる円形で
はなく、角が丸みを帯びた四角形となっ
ています。これは握力の低下した患者さ
んでも、しっかりと体を支えることがで
きるようにするための工夫。また、病室
入口の名札は、プライバシー保護の観点
から、部屋番号のプレートをスライドす
ると、患者さんの名札を覆うことができ
る仕組みを取り入れました。

手すりや病室の名札にも気を配る
Check!

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
施
錠
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
不
審
者
の
侵
入
を
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト

体を支えやすい手すり（上）とプライバシー保護
に配慮した病室入口の名札（下）

患
者
さ
ん
に

役
立
つ
工
夫
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

※お体の状態によってはお選びいただけないことがあります

高級感のある内装材を使用し、浴室を個別に設けるな
ど、優雅な療養環境を実現。隣接する個室をコネクティ
ングルームとして、相互に行き来することもできます。※

※別途室料が掛かります
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旧病院の２倍とな
る 16 床を設置。う
ち 12 床は、感染症
対策に有効な陰・陽
圧切替システムを備
えた個室で、一部は
手術も行える仕様と
なっています。

ICU（集中治療室）
各
個
室
の
間
に
は
、
看
護
の
目
が
行

き
届
き
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
も
保
て
る
ガ
ラ
ス
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
を
設
置

周産母子ユニット、分娩室、
MFICU（母体・胎児集中治療室）、
NICU（新生児集中治療室）、GCU

（回復期治療室、強化治療室）を
1 つのフロアに集約。各機能が
密接に連携した診療を可能にし
ました。（ ★ 詳 細は『TeaTime』 
2010 年・特別号をご覧ください）

周産母子センター
水
中
出
産
な
ど
多
様
な
出
産
ス
タ
イ

ル
に
対
応
し
た
分
娩
室
を
完
備

ご
不
明
な
点
は

1
階
総
合
案
内
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

高度医療

最新技術を結集し
安心・安全な医療を提供

器材の搬入・搬出経路を分離するなど、
安全・清潔性を高めたレイアウトを採用。
室温を最低 18℃と、37 ～ 40℃に設定で
きる部屋を設置し、低・高温手術への対応
力もアップしました。

手術室

第１手術室。無影灯はすべてLED、配線のほとんどは
天井からのアクセス（シーリングペンダント）に集約

受け入れ機能（1 階と屋上
ヘリポート）と、治療機能（4
階の手術室、ICU、EICU（救
命救急 ICU）、5 階の分娩室、
MFICU、NICU）を専用エレ
ベーターで結び、対応の質・
スピードを向上させました。

救命救急

放射線撮影室と隣接し、院内連携も強
化された救命救急センター

より短い時間で高解像度の
撮影が可能な MRI（磁気共鳴
断層撮影装置）を増設。脳

の う

梗
こ う

塞
そ く

などの新しい治療法として
注目を集める「脳血管内治療」
に役立つ最新型の血管造影装
置も導入しました。

放射線検査

新型装置の導入により、当センターの
MRIは計3台となりました

無菌状態に近い管理が可能なバイオクリーン
ルーム（ベッドの周囲はクラス100、その他の
スペースはクラス1000） ※1,000分の1ミリメートル

血液に関わる病気を治療する血液内科
（11A 病棟）では、病棟全体を食品工場
や医薬品工場と同等のクラス10000 ～
100000（1立方フィート内の空気中に、粒
径0.5マイクロメートル※以上のチリやゴミ
が1万～ 10万個以内）のクリーンルーム仕
様に設定。人体に有害な菌の浮遊を最小限
に食い止め、感染症の防止に役立てていま
す。さらに、より無菌状態に近いバイオク
リーンルームも3室設け、患者さんの状態
に応じたきめ細かい対応を行っています。

病棟全体をクリーンな空気で満たす
Check!

再来受付機

時間外出入口外来・入院患者
出入口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

レ
イ
ン
ボ
ー
ス
ク
エ
ア

 もっと便利に、快適に。
新生 日赤医療センター
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通常は目にすることができない部分にも、
患者さんに安心・安全な環境を提供するための工夫がたくさんあります。

空からの患者さんの受け入れは
屋上のヘリポートにお任せ！

屋上庭園はヒトにも
エコにもやさしいのです。

200台以上の免震装置が
大地震の揺れを抑える。

診察や治療に必要な物品を
無人搬送機でス～イスイ。

複数のルートで非常時も
安定的な電力供給をお約束。

衝撃荷重 10 トンま
で耐えるアルミデッキ
式のヘリポートを屋上
に設置。大規模災害の
発生時などに、ヘリコ
プターを使った患者さ
んの受け入れに対応し
ます。

5・6・12 階に設置さ
れた屋上庭園は、眺望
の良さや周辺環境との
調和だけでなく、建物
の断熱性能を高め、冷
暖房にかかるエネルギ
ー消費を抑える狙いも
あります。

積層ゴム、油圧ダン
パーなど 200 台以上
の免震装置を地下部分
に設置。さらに地震の
衝撃を吸収する建物構
造を採用することで、
地震による揺れを 3 分
の 1 から 5 分の 1 に抑
えます。

駆動装置を備えた台車が院内の各部
署を結ぶレールの上を走り、薬剤や検体、
書類などを迅速に無人搬送します。

灯油から電力を生み出すことができる
発電機を完備。災害などで商用電力と都市
ガスの供給が断たれても、灯油による発電
だけで、3 日分の電力を確保することがで
きます。

地
下
部
分
に
設
置
さ
れ
た
積
層
ゴ
ム
に

よ
る
免
震
装
置

灯
油
か
ら
電
力
を
生
み
出
す
非
常
用

発
電
機

各
所
に
設
置
さ
れ
た
無
人
搬
送
機
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
11
月
、
東
京
消
防
庁
の
協
力
の
下
、

行
わ
れ
た
訓
練
の
様
子

景
観
と
環
境
の
両
面
で
効
果

を
発
揮
す
る
屋
上
庭
園

見えないところにも　　　  工夫がたくさん

新病院を支える“縁の下の力持ち”
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レインボースクエア 
店舗ご紹介
新病院 1 階のレインボースクエアでは、診察の待ち時間やお見舞いな
どに役立つ多彩なテナント店舗が皆さんをお待ちしています。

和・洋・中とバリエーションに富んだメ
ニューが自慢。病院では珍しいにぎり寿
司は、毎朝築地で仕入れる鮮度抜群のネ
タを使っています。自家栽培の野菜を使
った四季の味覚も楽しむことができます。

お弁当やお飲み物、雑貨などに加えて、
衛生用品、衣料品など入院やお見舞いに
役立つ商品も取り揃えています。そのほ
か、デジカメプリント機、DVDレンタル、
銀行ATMなど便利な機能が満載です。

一般の書籍や雑誌、文庫本、児童書など
に加え、当センターの医師が執筆した医
学・健康書、さらにファンシーグッズや文
房具なども販売。ご希望の入院患者さん
へは商品を病室までお届けします。

長年、当センター内で営業してきた「花長」
が、「L

ラ

a V
ヴィオラ

iola H
ハ ナ チ ョ ウ

anacho」と店名を改めオ
ープン。お見舞い用の花束やアレンジメ
ントはもちろん、お手軽なミニブーケな
どご予算に応じたお花を提供します。

高品質の豆を使った「本日のコーヒー」、
カフェラテ、カプチーノなどのドリンク
類のほか、サンドイッチなどのフードメ
ニューも充実。マイカップ持参で “ドリ
ンク類30円引き ”の特典もあります。

レストラン 川菜 売店 グリーンリーブス モール

本屋 明徳堂花屋 ラ ヴィオラ 花長カフェテリア タリーズコーヒー

【平日】8：30 ～ 19：00 [18：30ラストオーダー ]
【土・日・祝日】10：00 ～ 16：00 

　　　　　　 [15：30ラストオーダー ]

7：00 ～ 23：00

【平日】9：00 ～ 18：00
【土】10：00 ～ 17：00（日・祝日は定休日）

【月～土】11：00 ～ 19：00
【日・祝日】11：00 ～ 18：00

【平日】8：00 ～ 20：00
【土・日・祝日】11：00 ～ 19：00

おいしいお料理で笑顔にな
っていただきたい！　お薬
用の飲料水もご用意してい
ますのでお気軽にどうぞ。

安心感のあるお店を目指し
ています。看護師の資格を
持つ店員も常駐しています
ので、ご相談ください。

限られたスペースですが、医
学・健康書が充実。先生方の
著書コーナーもありますの
で、ご覧ください。

ヨーロッパの安全基準に適
合したベビー用品も取り扱
っています。季節の花を低
価格で提供するフェアも！

心地良くご利用いただくた
めに、サービス向上に励んで
います。カフェインレスの
商品もあるんですよ。

店
長 

安
田 

博
和
さ
ん

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

高
橋 

知
明
さ
ん

店
長 

木
部 

希
久
子
さ
ん

店
長 

遠
藤 

好
江
さ
ん

店
長 

長
村 

翔
太
さ
ん

図書室

WC

再
来
受
付
機

総
合
案
内

車
イ
ス
置
場

コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー

外来・入院患者
出入口

レインボースクエア

1階

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

お気軽にご利用ください！

3
4
5

2

1

 もっと便利に、快適に。
新生 日赤医療センター
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医療の質向上に取り組む
最前線の挑戦に
クローズアップ！
今回のテーマは

「新病院建設プロジェクト」
です。

持続可能な建物にこだわり
医療・社会環境の変化に対応する

―
―
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
が
決

ま
っ
た
経
緯
は
？

旧
病
院
は
、
建
設
さ
れ
て
か
ら
約
30
年
が

経
過
し
た
た
め
内
部
の
狭き

ょ
う

隘あ
い

化か

、
老
朽
化
が

進
み
、
高
度
医
療
に
対
応
す
る
上
で
満
足
な

機
能
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
想
定
さ
れ
る
関
東
地
域
で
の
大
規
模
地

震
な
ど
非
常
災
害
時
に
、
安
定
的
に
稼
働
し

続
け
ら
れ
る
施
設
に
進
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、

よ
り
耐
久
性
を
高
め
た
新
病
院
の
建
設
が
必

要
と
の
判
断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
新
病
院
を
計
画
す
る
上
で
念
頭
に
置
い

た
こ
と
は
？

一
言
で
表
せ
ば
、〝
医
療
環
境
や
社
会
環

境
の
変
化
に
強
い
建
物
を
造
る
〟
と
い
う
こ

と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

医
療
環
境
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に

日本赤十字社広尾地区再建整備計画の最も大きな山場といえる当センターの建て替え事業。
2007年2月から2年半余りにわたる工事期間を経て、今年1月から本格的な運用が開始された。
建設計画に一貫して携わり、今も安定運用に奔走する当センターきっての“建築分野のプロ”に、

プロジェクトのポイントやこれからの課題について聞いた。

管
理
局 
業
務
部 

病
院
建
設
推
進
課 

係
長（
一
級
建
築
士
）　

杉
原 
正  
す
ぎ
は
ら
・
た
だ
し

8



速
い
。
特
に
当
セ
ン
タ
ー
が
建
設
に
当
た
り

基
本
方
針
と
し
た〝
が
ん
治
療
、
救
命
救
急
、

周
産
期
医
療
の
充
実
〟
に
関
わ
る
部
分
は
変

化
が
著
し
く
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
設
計

の
内
容
が
最
新
の
事
情
に
必
ず
し
も
そ
ぐ
わ

な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

設
計
図
面
の
修
正
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に

は
原
型
を
と
ど
め
な
い
く
ら
い
の
変
更
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
一

環
と
し
て
、
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
地
球

温
暖
化
対
策
を
重
視
し
、
屋
上
を
含
め
た
敷

地
内
の
緑
化
率
向
上
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム（
電
気
と
熱
を
同
時
に
生
み

出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
）
に
よ
る
排
熱
の
有

効
利
用
、
洗
面
お
よ
び
厨
房
排
水
を
浄
化
し

ト
イ
レ
の
洗
浄
水
に
再
利
用
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

時
間
の
経
過
に
伴
う
建
物
の
劣
化
は
避
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
建
物
の〝
医
療
・
社

会
的
劣
化
〟
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」「
造
る

か
ら
に
は
将
来
に
わ
た
っ
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル（
持
続
可
能
）
な
建
物
を
造
り
た
い
」
と
の

思
い
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

―
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
苦
労
し

た
こ
と
は
？

全
職
種
の
意
見
を
集
約
し
、
建
物
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
。
特
に
、
日
ご
ろ
か
ら
患
者
さ

ん
と
密
に
接
し
、
病
院
を
職
場
と
す
る
看
護

師
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
は
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
看
護
師
が
働
き
や

す
い
環
境
を
造
る
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
快
適
な
環
境
を
も
た
ら

し
、
昨
今
叫
ば
れ
る〝
医
師
不
足
〟〝
看
護
師

不
足
〟
が
も
た
ら
し
う
る
問
題
を
改
善
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

も
っ
と
も
、
医
師
や
看
護
師
に
と
っ
て
最

大
の
望
み
は
、
最
高
の
医
療
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

た
観
点
で
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
が
、
脳の

う

腫し
ゅ

瘍よ
う

な
ど
の
治
療
に
用
い
る
サ

イ
バ
ー
ナ
イ
フ（
12
〜
13
ペ
ー
ジ「
H
O
T
 

T
O
P
I
C
」参
照
）と
い
う
装
置
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
装
置
は
新
病
院
の

着
工
後
、
旧
病
院
に
導
入
さ
れ
た
の
で
す
が
、

治
療
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
の
数
が
想
定
を

は
る
か
に
上
回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
、
医
師

か
ら
は「
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
治

療
を
行
い
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
放
射
線
を
用
い
る
サ
イ
バ

ー
ナ
イ
フ
の
稼
働
時
間
を
延
ば
す
目
的
で
、

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
工
事
を
中
断
し
、部
屋

を
囲
む
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
使
わ
れ
る
鉄
板

を
追
加
発
注
し
、
鉄
板
全
体
と
し
て
厚
み
を

増
や
し
て
…
…
と
い
う
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

―
―
今
後
の
課
題
や
目
標
は
？

建
物
は
、
実
際
に
使
っ
て
み
て
、
本
当
の

長
所
や
短
所
が
見
え
て
き
ま
す
。
案
内
標
示

や
空
調
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
は
、
患
者

さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
常
に
最
適

な
運
用
方
法
を
探
り
、
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、建
物
に
組
み
込
ん
だ
性
能
が
、想
定

ど
お
り
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
し
っ

か
り
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
環
境
性
を
追
求
し
た
新
病
院

が
、
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
全
て
の
利
用
者
に

愛
さ
れ
、
思
わ
ず
病
院
を
訪
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
の
快
適
な
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
が
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
来
院
に
な
る
方
々
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
進
化
に
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

C h a l l e n g e  S t o r y

（上）すべての患者さんを迎え入れるアトリウム
を動線の中心軸に

（下）周産期医療ではご家族も含めて快適に過ご
せる高級感あふれる個室も（MSタイプ）
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当センター職員が
世界各地で活躍す
る救援・救護活動に
ついてご報告します。

今日も
世界の
どこかで

3
つ
の
支
援
事
業
を
中
心
に

生
活
基
盤
の
底
上
げ
に
貢
献

2
0
0
4
年
12
月
26
日
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
9
・
0
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、

大
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
津
波
は

震
源
地
か
ら
数
千
キ
ロ
離
れ
た
ア
フ
リ

カ
ま
で
到
達
。
地
震
と
津
波
に
よ
る
死

者
と
行
方
不
明
者
は
22
万
人
以
上
、
被

災
者
は
1
0
0
万
人
を
超
え
る
未
曾
有

の
自
然
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
は
地
震
直
後
か
ら
緊

急
救
援
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
を
決
め
、

延
べ
1
万
人
以
上
の
被
災
者
の
治
療
に

当
た
り
ま
し
た
。
私
が
2
0
0
8
年
10

月
か
ら
1
年
3
カ
月
に
わ
た
り
派
遣
さ

れ
た
ム
ラ
ボ
と
い
う
町
は
、
か
つ
て
緊

急
救
援
医
療
チ
ー
ム
が
活
動
し
た
場
所

で
、
ス
マ
ト
ラ
島
北
西
部
の
海
岸
沿
い

に
位
置
し
ま
す
。

震
災
か
ら
お
よ
そ
4
年
が
経
過
し
、

人
々
は
新
し
い
生
活
を
始
め
て
い
ま
し

た
。
町
は
活
気
に
満
ち
、
田
畑
は
農
作

物
が
茂
り
、
新
し
い
建
物
や
道
も
目
立

ち
ま
し
た
。
震
災
後
、
世
界
中
か
ら
多

く
の
支
援
が
行
わ
れ
た
結
果
、
目
に
見

え
る
と
こ
ろ
は
近
代
的
に
整
備
さ
れ
、

地
元
の
人
た
ち
も「
経
済
が
活
性
化
し

た
」と
語
り
ま
す
。
し
か
し
、人
々
の
生

活
・
文
化
は
急
激
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

私
は
保
健
要
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

衛
生
救
急
法
支
援
事
業
、
医
療
施
設
再

建
事
業
、
そ
し
て
医
療
資
機
材
支
援
事

業
を
担
当
し
ま
し
た
。

衛
生
救
急
法
支
援
事
業
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
赤
十
字
社
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

公
衆
衛
生
・
応
急
処
置
の
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
村
の

中
で
実
践
し
人
々
に
伝
え
て
い
く
事
業

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
、
保

健
啓
発
活
動
の
予
算
作
成
・
計
画
・
実

施
・
評
価
が
主
な
仕
事
で
し
た
。

医
療
施
設
再
建
事
業
で
は
、
医
療
施

設
や
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
足
り
な
い
村

落
部
で
、
助
産
師
の
地
域
密
着
を
図
る

た
め
住
居
兼
診
療
所
を
建
設
し
ま
し
た
。

ま
た
医
療
資
機
材
支
援
事
業
と
し
て
、

新
し
い
診
療
所
に
資
機
材
を
導
入
す
る

た
め
、
現
地
の
医
師
と
協
働
し「
予
算
」、

「
品
質
」、「
実
際
、
現
地
で
使
用
可
能
か

否
か
」
―
―
の
3
つ
の
視
点
で
、
入
札

か
ら
納
品
に
至
る
一
連
の
工
程
を
動
か

し
ま
し
た
。

日
赤
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
た
結
果
、

2
0
0
8
年
に
診
療
所
が
再
建
さ
れ
、

助
産
師
の
診
療
が
ス
タ
ー
ト
。
支
援
が

形
と
な
り
、
地
域
の
人
々
の
生
活
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
喜
び
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

4

21

3

筆者（右から2人目）と
インドネシア赤十字社スタッフ
ボランティア会議
救急法トレーニング
村民からの情報収集

1

2

3

4

未
み

曾
ぞ

有
う

の自然災害から4 年
スマトラ島で復興支援を実施
周産母子ユニット5B 助産師　長谷川 文  はせがわ・あや

Zimbabwe

インドネシア共和国
Republic of Indonesia
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母
乳
育
児
は
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち

ゃ
ん
の
共
同
作
業
で
す
。
最
初
か
ら

簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
母
さ
ん
が
少
し
ず
つ
お
っ
ぱ

い
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

と
並
行
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
も
お
っ
ぱ

い
を
吸
う
こ
と
が
少
し
ず
つ
上
手
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
。

大
切
な
の
は
、
①
母
乳
育
児
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
、「
自
分

が
出
産
を
す
る
」「
自
分
が
育
児
を

行
う
」と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
、

②
妊
娠
35
週
ご
ろ
か
ら
乳
管
開
通
を

行
っ
て
い
く
こ
と
、
③
出
産
直
後
か

ら
の
カ
ン
ガ
ル
ー
ケ
ア
な
ど
で
、
早

期
に（
30
分
あ
る
い
は
1
時
間
以
内

に
）
授
乳
を
開
始
す
る
こ
と
、
④
母

子
同
室
で
赤
ち
ゃ
ん
が
お
っ
ぱ
い
を

欲
し
が
っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
母
乳

を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
自
律
授
乳
を

行
う
こ
と
、
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ

と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
愛
お
し
い
と
感

じ
、
育
児
を
楽
し
む
べ
く
、
お
お
ら

か
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
で
す
。
時

に
は
失
敗
も
重
ね
な
が
ら
、
自
分
一

人
で
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
で
大
い

に
周
り
の
人
の
助
け
を
借
り
て
こ
そ
、

親
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

育児を楽しみ
おおらかな気持ちで
第一産婦人科 副部長

笠井 靖代  かさい・やすよ

出
産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
や
妊

婦
さ
ん
が
乳
幼
児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
心
配
し
、〝
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
〟と

称
し
て
不
適
切
な
食
事
制
限
を
す
る

た
め
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
乱
す
ケ

ー
ス
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

授
乳
期
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

を
基
本
に
、特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄
の

摂
取
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
時
期
は
産
後
の
疲
労
回
復
期
で

あ
り
、母
乳
の
栄
養
価
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
す
。
忙
し
い
中

で
も
時
間
を
つ
く
り
、食
事
を
取
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、朝
ご
は

ん
に
は
、簡
単
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
次

の
メ
ニ
ュ
ー
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

〔
例
1
〕ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
入
り
の
シ
リ

ア
ル
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
か
け
る

〔
例
2
〕前
日
の
残
り
の
野
菜
ス
ー
プ
に

卵
を
落
と
し
て
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
添
え
る

〔
例
3
〕パ
ン
に
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
と
ト

マ
ト
を
の
せ
て
ト
ー
ス
ト
し
、フ
ル
ー

ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
添
え
る

こ
の
ほ
か
に
も
、
手
軽
に
食
べ
ら

れ
る
調
理
パ
ン
や
バ
ナ
ナ
な
ど
を
ス

ト
ッ
ク
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
食

事
療
法
を
取
り
入
れ
る
か
否
か
を
判

断
す
る
た
め
に
は
、
正
確
な
情
報
が

必
要
で
す
。
家
族
に
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
人
が
い
る
場
合
な
ど
、
必
要
に

応
じ
て
主
治
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

食事は栄養バランスが
大切です
医療技術部 栄養課 管理栄養士

飯嶋 瞳  いいじま・ひとみ

妊
娠
す
る
と
最
初
に
自
覚
す
る

の
は
胸
の
変
化
で
す
。
多
く
の
方
が

妊
娠
の
ご
く
初
期
か
ら
、
乳
頭
の
色
、

乳
房
の
大
き
さ
や
張
り
、
刺
激
な
ど

に
敏
感
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
変

化
を
、
妊
婦
さ
ん
自
身
が
し
っ
か
り

把
握
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

産
後
の
授
乳
期
間
中
に
生
じ
る
、
乳

房
の
痛
み
や
発
赤
、
発
熱
な
ど
の
症

状
に
気
付
き
や
す
く
な
る
か
ら
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
気
付
い
た
ら
、
産
科
の

「
母
乳
外
来
」で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
女
性
の
生
涯
で
出
産

や
授
乳
に
携
わ
る
期
間
が
長
い
ほ
ど
、

乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
・
子
宮
体
が
ん
の

発
病
の
危
険
性
が
低
く
な
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

思
春
期
か
ら
、将
来
妊
娠
・
出
産
の
機

会
が
あ
れ
ば
し
っ
か
り
授
乳
す
る
よ

う
、
教
育
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

中
で
も
近
年
、
欧
米
並
み
に
発
病

率
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
乳
が
ん
で

す
。
20
歳
以
上
の
女
性
は
、
毎
月
1

回
、
自
己
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
。
月

経
の
終
わ
る
こ
ろ
が
ベ
ス
ト
で
す
。

閉
経
後
や
子
宮
切
除
後
の
人
は
毎
月

1
回
、
日
を
決
め
て
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
決
ま
っ
た
日
に
自
己
検

診
を
す
る
こ
と
で
、「
い
つ
も
と
違

う
感
じ
」に
気
付
け
ま
す
。「
お
か
し

い
な
」と
感
じ
た
ら
、
外
科
の「
乳
腺

外
科
」を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自分の胸の変化に
関心を持ちましょう
周産母子ユニット5A 助産師

安部 雅子  あべ・まさこ

授
乳
し
て
い
る
お
母
さ
ん
が
薬
を

使
用
す
る
場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影

響
を
心
配
さ
れ
、
ご
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

多
く
の
薬
の
説
明
書
な
ど
に
は
、

お
母
さ
ん
が
服
用
し
た
薬
が
母
乳
に

移
行
す
る
と
い
う
報
告
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
母
乳
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
が
摂
取
す
る
量
は
極
め
て
少

量
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
薬
で
赤
ち

ゃ
ん
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

薬
は
、
抗
が
ん
剤
や
一
部
の
免
疫
抑

制
薬
で
す
。

で
す
か
ら
、
薬
を
使
用
し
て
い
て

も
授
乳
を
あ
き
ら
め
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
お
母
さ
ん
が
頭
痛
や

風
邪
な
ど
の
場
合
に
、
薬
を
我
慢

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

個
々
の
薬
に
つ
い
て
の
情
報
が
十
分

あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
医
師
や

薬
剤
師
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

薬
の
中
で
も
、
軟
こ
う
や
貼
り
薬
、

目
薬
、
点
鼻
薬
、
吸
入
薬
な
ど
の
外

用
薬
は
問
題
な
く
使
用
で
き
る
お
薬

で
す
。
ま
た
、
授
乳
中
の
薬
の
の
み

方
は
、「
薬
を
の
む
前
に
授
乳
す
る
」

「
赤
ち
ゃ
ん
が
長
い
眠
り
に
つ
く
前

に
薬
を
の
む
」な
ど
授
乳
時
間
を
工

夫
し
な
が
ら
、
用
法
・
用
量
を
守
っ

て
服
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

通常は薬をのんでも
授乳を続けられます
薬剤部 製剤課長 薬剤師

植松 和子  うえまつ・かずこ

ママと赤ちゃんの
HAPPY BIRTH ROOM

HEART FOOD

BODY MEDICINE

第　2　回 母乳育児のための
ワンポイントアドバイス
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サイバーナイフとは？

2010年2月1日、脳神経外科内のサイバーナイフセンターがリニューアルオープ
ンしました。東京23区内唯一のサイバーナイフ治療施設として、今後も患者さん
の幅広い疾患に対し、精度の高い定位放射線治療を提供していきます。

HOT
TOPIC

し
た
。
現
在
、世
界
で
約
2
0
0
台
、日

本
で
は
21
台
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

定
位
放
射
線
治
療
は
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
放
射

線
治
療
は
、
体
の
外
か
ら
放
射
線
を
当

て
て
治
療
す
る「
通
常
型
外
照
射
」、
放

射
線
源
を
体
内
の
病
巣
に
直
接
挿
入
す

る「
小
線
源
治
療
」、
そ
し
て「
定
位
放

射
線
治
療
」
の
3
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

定
位
放
射
線
治
療
は
、
簡
単
に
い
え
ば

「
病
変
部
だ
け
を
狙
い
撃
ち
」で
き
る
治

療
で
す
。
脳の

う

腫し
ゅ

瘍よ
う

や
頭と

う

頸け
い

部ぶ

が
ん
な
ど

の
病
変
部
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
放
射
線

を
照
射
し
、
正
常
部
分
の
被
曝
を
で
き

る
だ
け
避
け
る
こ
と
で
、
よ
り
低
侵
襲

に
、
よ
り
効
果
的
に
治
療
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
ア
ー
ム
の
先
端
に
小
型
の
リ
ニ
ア

ッ
ク（
Ｘ
線
発
生
装
置
）を
取
り
付
け
た

ロ
ボ
ッ
ト
誘
導
型
の
定
位
放
射
線
治
療

装
置
で
す
。
1
9
9
4
年
に
、
米
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
脳
神
経
外
科
医
の
ジ

ョ
ン
・
ア
ド
ラ
ー
博
士
が
発
案
し
、
米

ア
キ
ュ
レ
イ
社
が
開
発
・
製
品
化
し
ま

脳神経外科 部長
サイバーナイフセンター長

鈴木 一郎
すずき・いちろう

脳神経外科
サイバーナイフセンター

医師

野村 竜太郎
のむら・りゅうたろう

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
と

何
が
違
う
の
？

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
っ
て
何
？

フ
レ
ー
ム
レ
ス
で
、

分
割
照
射
が
可
能
で
す

病
変
部
を〝
狙
い
撃
ち
〟す
る
放
射
線
治
療
で
す

定
位
放
射
線
治
療
に
は
、
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
の
ほ
か
に
も
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
を

は
じ
め
複
数
の
装
置
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
は
、
そ
の
精
度
の
高

さ
か
ら
広
く
普
及
し
て
い
る
治
療
装

置
で
す
が
、
フ
レ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
金

属
製
の
固
定
具
を
頭ず

蓋が
い

骨こ
つ

に
直
接
ピ
ン

で
固
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
す
る
こ
と
で
患
者
さ
ん
の
頭
部
の
位

置
を
正
確
に
合
わ
せ
、
照
射
の
精
度
を

0
・
5
ミ
リ
以
内
に
保
つ
こ
と
が
で
き

る
反
面
、
ピ
ン
で
固
定
す
る
た
め
、
治

療
は
基
本
的
に
1
回
限
り
。
連
日
の
分

割
照
射
が
難
し
く
、
30
ミ
リ
を
超
え
る

大
き
め
の
病
変
に
は
不
向
き
で
す
。
さ

ら
に
、
適
応
疾
患
が
頭
部
に
限
定
さ
れ

る
の
も
弱
点
の
一
つ
で
し
た
。

一
方
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
①
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が
導
入
さ
れ
、
②
病
変

追
尾
装
置
が
開
発
さ
れ
た
結
果
、
ガ
ン

マ
ナ
イ
フ
の
弱
点
を
す
べ
て
克
服
し
て

い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
搭
載
さ

れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、

空
間
を
自
由
に
動
き
回
れ
る
の
で
、
頭

「日赤サイバーナイフセンター」が
リニューアルオープン！

2

1

当センターの定位放射線治療装置
「サイバーナイフⅡ」
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蓋
内
だ
け
で
な
く
頭
頸
部
の
疾
患
や
体

幹
部
の
治
療
も
行
え
ま
す
。
ま
た
、
照

射
中
に
患
者
さ
ん
が
動
い
て
も
、
2
台

の
Ｘ
線
管
装
置
が
患
者
さ
ん
の
動
き
を

捉
え
、
照
射
方
向
を
修
正
し
て
く
れ
ま

す
。
頭
部
を
が
っ
ち
り
と
固
定
す
る
必

要
が
な
く
な
り
、
痛
み
も
な
く
、
連
日

の
分
割
照
射
も
可
能
に
な
っ
た
結
果
、

3
セ
ン
チ
を
超
え
る
病
変
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ク
を
装
着
し
た
状
態
で
C
T
と
M
R
I

の
検
査
を
行
い
ま
す（
治
療
準
備
）。

次
に
、
撮
影
し
た
画
像
を
基
に
、
病

巣
へ
の
放
射
線
照
射
方
法
を
決
定
し
ま

す（
治
療
計
画
）。
通
常
は
こ
の
段
階
で

帰
宅
し
、
治
療
は
日
を
改
め
て
行
い
ま

す
。
分
割
照
射
が
必
要
な
場
合
は
、
入

院
も
可
能
で
す
。

サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
治
療
は「
治
療

準
備
」「
治
療
計
画
」「
治
療
」
の
3
段
階

で
進
め
ら
れ
ま
す
。

初
め
に
、
顔
面
に
合
わ
せ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
マ
ス
ク
を
作
製
し
、
マ
ス

治
療
の
流
れ
は
？

マ
ス
ク
を
作
り
、照
射
計
画
を
立
て
ま
す

3

が
ん
の
治
療
は
主
に
、
外
科
療
法

（
手
術
）、
化
学
療
法（
抗
が
ん
剤
）、
放

射
線
治
療
の
3
つ
で
す
。「
が
ん
に
な

っ
た
人
の
半
数
が
放
射
線
治
療
を
受
け

る
」と
い
う
の
は
、今
や
世
界
の
常
識
で

す
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
が

ん
患
者
さ
ん
の
約
6
割
、
つ
ま
り
3
人

に
2
人
が
何
ら
か
の
放
射
線
治
療
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が

国
の
放
射
線
治
療
率
は
約
25
％
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
い
ま
だ
に「
が
ん
＝
手

術
」
と
い
う
図
式
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
手
術
が
必
要
な
が
ん
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、

放
射
線
治
療
で
治
せ
る
が
ん
も
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
は
サ
イ
バ
ー

ナ
イ
フ
と
い
う
定
位
放
射
線
治
療
装
置

を
用
い
て
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
の
支
え
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、放
射
線
治
療
は
一
般
的
な
の
？

欧
米
で
は
3
人
に
2
人
が
受
け
て
い
ま
す

4

治療のイメージ。患者さんはプラスチック
製のマスクをしてベッドに寝ているだけ。

治療計画のイメージ。医師がコンピュー
ターを用いて照射方法を決める。

Ｘ線画像撮影システム
天井に設置されたＸ線管装置と、
床面に設置されたフラットパネ
ルディテクターのセットで頭蓋
骨などの画像を撮影し、病巣の
位置を確認するシステムです。
患者さんのわずかな動きを捉え
て、照射角度を微調整します。

治療台

リニアック
（Ｘ線発生装置）

Ｘ線を作り出し、病巣に
照射する装置です。

ロボットアーム
6つの関節を持ち、人間の
腕のように動く産業用ロボ
ット。誤差 0.2mm 以内の
高精度で、3次元的に多方
向からの照射が可能です。

サイバーナイフの構造
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1 2 3 4

5

6 7

9

A B C D

10

8

1211

B

A

D

C

答え

クロスワードパズルにチャレンジ！
タテ・ヨコのカギをヒントに白いマスを埋めましょう。
A・B・C・Dに入る文字を順に組み合わせると、
どんな言葉が出てくるでしょうか？

 1・空に88あります
 2・酸素約20％、窒素約80％から成る
 3・名字をいろいろ変えた歴史上の人物。
　  木下→羽柴→○○○○
 4・○○貧しくして孝子あらわる
 7・部下に全幅の○○○○をおく
 8・｢翡翠｣と書く美しい石
 9・細長く切った和紙をねじり合わせて作る
10・勝負は○○を開けるまでわからない

 1・３月３日は桃の○○○
 3・○○があって答えがある
 5・歌麿、写楽、広重らが有名な
     江戸時代の美術
 6・畳が敷かれた○○○席
 8・邪馬台国の女王といわれる人
10・国旗はトリコロール
11・引き分け
12・狐がお使いの神様

アロマセラピーの魅力
第　　回 

花粉症の予防と対策
3

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

アタマのストレッチ

（正解は15ページをご覧ください。）

健康管理センター 看護師
日本アロマセラピー学会認定看護師

堀川 富美子 ほりかわ・ふみこ

朝
、
目
覚
め
た
ら

・
テ
ィ
ー
ト
リ
ー
を
2
～
3
滴
垂
ら
し
た
水
で
う
が

い
し
ま
し
ょ
う
。

★
テ
ィ
ー
ト
リ
ー
以
外
の
精
油
は
、
う
が
い
用
と
し
て
は
使

用
し
な
い
よ
う
に
。

お
や
す
み
前
に
リ
ラ
ッ
ク
ス 

・
湯
船
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
数
滴
垂
ら
す
。

★
ラ
ベ
ン
ダ
ー
以
外
の
精
油
を
使
用
す
る
と
き
は
、
キ
ャ
リ

ア
オ
イ
ル
や
塩
、ウ
オ
ツ
カ
、乳
液
な
ど
と
混
ぜ
て
か
ら
使

用
。
精
油
が
直
接
皮
膚
に
触
れ
る
と
、
皮
膚
に
炎
症
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
洗
濯
に

・
す
す
ぎ
の
水
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
数
滴
垂
ら
す
。

★
精
油
が
衣
類
に
直
接
か
か
る
と
染
み
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
を
。

お
掃
除
に

・
掃
除
機
の
集
じ
ん
フ
ィ
ル
タ
ー
や
ぞ
う
き
ん
に
ラ

ベ
ン
ダ
ー
を
1
～
2
滴
垂
ら
し
て
、
こ
ま
め
に
掃

除
し
ま
し
ょ
う
。

出
か
け
る
と
き
は

・
マ
ス
ク
の
内
側
に
テ
ィ
ー
ト
リ
ー
を
1
滴
垂
ら
す
。

お
手
製
の
コ
ロ
ン
を
噴
霧
し
て
も
よ
い
。

・
ハ
ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、コ
ッ
ト
ン
に

好
き
な
香
り
を
含
ま
せ
て
バ
ッ
グ
の
中
に
。

★
帽
子
や
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
し
て
、
花
粉
を
ガ
ー
ド
し
ま
し
ょ

う
。

帰
宅
し
た
ら

・
テ
ィ
ー
ト
リ
ー
を
2
～
3
滴
垂
ら
し
た
水
で
う
が

い
し
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ム
コ
ロ
ン
も
効
果
的
で
す
。

★
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
、
室
内
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
。

ル
ー
ム
コ
ロ
ン（
濃
度
2
％
、
10
㎖
）の
作
り
方

10
㎖
の
ス
プ
レ
ー
容
器
に
エ
タ
ノ
ー
ル
2
㎖
を
入
れ
、
精
油

を
4
滴
溶
か
し
、
精
製
水
8
㎖
を
加
え
て
か
き
混
ぜ
る
。

花
粉
症
の
予
防
に
は
、
原
因

と
な
る
ア
レ
ル
ギ
ー
源
を
排
除

し
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
は
、
予
防
と
症
状
緩
和
に
役

立
つ
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
実
践

方
法
を
、
日
常
生
活
上
の
注
意

点
と
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

精
油
は
お
好
み
の
香
り
が
フ
ァ

ー
ス
ト
チ
ョ
イ
ス
で
す
が
、
効

用
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
と
、

さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

ア
ロマ
と
過
ご
す

1
日

●おすすめ精油の効用
 ティートリー  抗炎症作用・抗菌作用
 ユーカリ･ラディアタ  抗菌作用・粘膜
修復作用
 カモミール･ローマン  鎮静作用・抗炎
症作用

●使い方
 吸入  精油を数滴垂らしたティッシュペ
ーパーなどを鼻に近づけて、ゆっくりと呼
吸する。
 マッサージ  スイートアーモンドオイル
5mlに精油3滴を溶かし、首回りに塗る。

ローズウォーター※を浸したコットンをまぶたの上に乗せたまま数分間、目を閉じ
て安静にする。
※精油を製造するときに出来るハーブウォーターを利用して作った化粧水

・できれば、症状が出る前からアロマセラピーを実施しましょう。
・花粉症の薬物治療中の方やその他の病気で治療中の方は、使用について主治

医とご相談ください。
・皮膚に異常が生じた場合は、使用を中止してください。
・妊娠中の方や乳幼児の使用については、専門家にご相談ください。

【注意事項】

鼻水・鼻づまり・くしゃみ

目のかゆみ
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診療のご案内
診療科目

初診の方：午前8時30分～午前11時
再診の方：午前7時30分～午前11時30分

（2010年5月6日より午前7時50分～午前11時30分）

●糖尿病内分泌科 ●血液内科 ●感染症科 ●アレルギー・リウマチ科 
●腎臓内科 ●緩和ケア科（初診予約制） ●神経内科
●呼吸器内科 ●消化器内科 ●循環器内科 ●小児保健
●メンタルヘルス科（初診予約制） ●呼吸器外科 ●乳腺外科
●胃・食道外科 ●肝胆膵外科 ●大腸肛門外科 ●心臓血管外科
●骨・関節整形外科 ●脊椎整形外科 ●脳神経外科 ●皮膚科
●泌尿器科（予約制・紹介のみ） ●眼科 ●耳鼻咽喉科
●産科（初診予約制） ●婦人科 ●新生児科 ●小児科
●小児外科　 ●麻酔科 ●集中治療科 ●化学療法科
●放射線特殊治療科 ●放射線診断科 ●放射線治療科 ●リハビリテーション科 
●救急科（救命救急センター） ●健康管理科（健康管理センター）
●内視鏡診断治療科 

受付時間

当センターでは健康な方（満16歳以上）にも下記の健診等を行っています（原則、予約制）。
●人間ドック　●一般健診　●海外渡航健診　●予防接種　●禁煙外来　●特定保健指導

●土曜日　●日曜日　●祝日　●12月29日～ 1月3日　●5月1日（日本赤十字社創立記念日）

お問い合わせ

☎03-3400-1311
急病の場合：曜日・時間に関係なく救急外来で診療します。ご来院の前にお問い合わせください。
診察カード：全科共通で永久に使用します。ご来院時には必ずお持ちください。
健康保険証：ご来院時に確認させていただいております。特に、更新・変更の際は必ずご提出ください。
院外処方せん：すべての診療科で発行しております。全国の保険薬局でお使いいただけます。

健康管理センター

所在地：〒150-8935  東京都渋谷区広尾4-1-22
JR渋谷駅東口から　　都営バス「学03」系統　日赤医療センター行　終点下車（約15分）
JR恵比寿駅西口から　都営バス「学06」系統　日赤医療センター行　終点下車（約10分）

地下鉄（東京メトロ）日比谷線広尾駅から　徒歩（約15分）　※ややきつい登り坂です。

首都高速道路3号線　（下り）高樹町出口で降り、すぐの交差点（高樹町交差点）を左折。
（上り）渋谷出口で降り、そのまま六本木通りを直進。青山トンネルを抜

けてすぐの交差点（渋谷四丁目交差点）を斜め右方向に右折。
東四丁目交差点を直進し、突き当たり左の坂を登る。

●乳幼児健診　●予防接種　●入学時健診　●心理相談（完全予約制）

小児保健

交通のご案内

総合医療相談  （月）～（金） 内線2256

当センターは患者さんの個人情報保護に全力で取り組んでいます。
当センターは、個人情報を定められた目的のみに利用し、その取り扱いには細心の注意を
払っています。個人情報の利用目的や、個人情報の取り扱いについてお気づきの点は、総
合医療相談の窓口までお気軽にお問い合わせください。

日本赤十字社医療センター院長

※原則として、診療科が異なる場合
や、最終来院日から１カ月以上経
過した場合は、初診扱いとなりま
すのでご注意ください。

ソーシャルワーカーが、患者さんとそのご家族のさまざまなお悩みについ
て、ご相談を承っております。皆さまと一緒に考え、問題の解決のお手伝
いをしておりますので、どうぞお気軽においでください。
ご相談内容●経済問題（医療費・生活費）／家族その他の人間関係の問題

／社会復帰の問題／医療機関や福祉施設の紹介／社会保障
制度や福祉サービスの利用／その他の悩み など

クロスワードパズル
（14ページ）の答え

外来休診日

☎内線2213・2217

☎内線2836

医療相談 午前9時～午後4時30分

患者さんやご家族からの、自宅療養の方法などに関するご相談に応じて
います。
ご相談内容●在宅医・訪問看護などの紹介／介護保険の利用方法／福祉

用具・医療機器の紹介 など

看護相談 午前9時～午後4時30分

がんに関するご相談を、看護師・ソーシャルワーカーが承ります。どなた
でも無料でご利用になれます。ご予約は不要です（30分以内）。
ご相談内容●セカンドオピニオンについて／療養上の相談／緩和ケアに

ついて など

がん相談 午前9時～午後4時30分

緩和ケアに関するご相談を、担当のソーシャルワーカーがお受けします。
「緩和ケアとは？」「どんな人が対象になるの？」といった質問から、受診
から入院までの手続き、入院費用のことなど、お気軽にご相談ください。
来室しての相談をご希望の方は、事前に予約をお願いします。
＊緩和ケア外来の受診予約は、医療連携室（内線2232）へ直接ご連絡ください。

緩和ケア相談 午前9時～午後4時30分

表紙の花
【アレンジメント制作】

今
い ま

村
む ら

 草
そ う

玉
ぎょく

先生
（当センター共済会華道部
講師・草月流師範会理事）

眠りから覚めた植物たちは、
春の日差しに頭を持ち上げ
動き出そうとしています。春
の足音。元気や勇気をもら
います。

今村先生のホームページ
http://sougyoku.com/

撮影：古島 万理子

※外来診療を行わない科もあります。

生活習慣病（糖尿病、高脂血症、高血圧など）の方に対する食事を主とし
て、医師の指示により管理栄養士が栄養指導を行います。ご希望の方は
主治医にお申し出ください。 
該当する疾患の食事内容●腎臓食、心臓病、妊娠中毒症、肝臓食、糖尿食、

肥満、胃潰瘍食、貧血食、膵臓食、高脂血症食、
痛風食、濃厚流動食、無菌食 など

栄養指導

お薬に関するご相談・ご質問を、薬剤師がお受けします。

おくすり相談 午前9時～午後4時30分

毎年恒例となっておりますチャリティ
ーバザーが当センター講堂で開催されま
した。収益金141,053円は、全額海外たす

けあいに寄附
させていただ
きました。皆
様のご協力誠
にありがとう
ございました。

12/10（木）
NHK海外たすけあい

チャリティーバザー
　日ごろお世
話になってお
ります皆様へ
感謝の気持ち
を込めて。こ
の日、アトリ
ウムの壁画の除幕式も合わせて挙行され、
制作者の田村能里子さんに、院長の幕内
から感謝状を贈呈させていただきました。

12/13（日）
地域の方々へひと足早くお披露目

新病院内覧会
この日は救急外来を含め臨時の全面休

診日として、入院患者さんを新病院へお
移ししました。分単位で刻まれたスケジ
ュールに沿っ
て、安全第一
で作業を実施。
午後 2 時前に
は無事終了し
ました。

12/28（月）
臨時休診にご協力ありがとうございました

入院患者さんの移送作業

ニュース ピックアップNews Pick-Up 当センターの最近の主な出来事をご紹介します。
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外来診療担当表 午前診療
午後診療

曜日
科目 月　　火　　水　　木　　金 備考

※当センターは、原則として予約制です。      
※休診、担当医変更等の最新情報は、各科外来またはホームページでご確認ください。      

3月1日現在
曜日

科目 月　　火　　水　　木　　金 備考

ホームページ
アドレスのご案内

日赤医療センターに関すること  http://www.med.jrc.or.jp/
赤十字全般に関すること　　　  http://www.jrc.or.jp/

QRコード
モバイルサイトを
開設中です。
（docomo/au/SoftBank対応）

内科（初診）

糖尿病内分泌科

血 液 内 科

アレルギー・
リウマチ科

腎 臓 内 科

呼吸器内科

消化器内科

循環器内科

神 経 内 科

緩和ケア科

メンタルヘルス科

小 児 科

小 児 外 科

皮 膚 科

肝胆膵外科

大腸肛門外科

胃・食道外科

呼吸器外科
乳 腺 外 科

心臓血管外科

骨・関 節
整 形 外 科

脊椎整形外科

脳神経外科

泌 尿 器 科

眼 科

耳鼻咽喉科

産 科

婦 人 科

麻 酔 科

放 射 線 科

池ノ内
［循環器］

秋山
［アレルギー
･リウマチ］

日𠮷
吉次

吉次
藤本
林

中川

中川

萩原
萩原
古寺
西山
古寺
西山
折津
安藤

折津
安藤
神宮
中田
谷口

中田
谷口
福島

竹内

橋田◎
山田

井桁

福田
増田
高沢
高沢
麻生
神谷
竹田

土屋
松岡
有馬

石田
中原
今門◎
佐藤
許

佐藤

遠藤
赤井
遠藤

永岡
田中
増田

竹内
小林
千代倉
宮山

千代倉
宮山

久野木
竹下

久野木
竹下

〈交替制〉
サイバー
ナイフ

〈交替制〉
サイバー
ナイフ

冨田
田中

検査

佐久間◎
浜中

浜中
佐久間
太田◎　
市川
坂田

江澤
加藤
扇
佃
山下
横手
原田
小堀
福田

山田

日𠮷
［糖尿病］

〈交替制〉

大野
小島

久野
林
飯村

鈴木

鈴木　　
森
猪熊
猪熊
後藤
西山
後藤

折津
守屋

生島
楠

水野

伊藤

竹内

魚住
瀧澤

橋田◎
浜中

橋田

福田
増田

土屋
今井
武智

川上
麻生
大石

手術日

許◎
今門
佐藤

創傷ケア外来

幕内
佐野

幕内
丸山
井上

酒井

増田
田中
古畑

本村

本村

増山
荻原

増山
荻原

鈴木
溝上
安達

鈴木
西原

冨田
田中

甘利◎
浜中
関本　　
佐久間
甘利

太田◎

大杉
浅野
扇
佃
山下
横手
原田

竹内
［循環器］

〈交替制〉

赤須
衛藤

大野

阿部

関根

小林
猪熊
後藤

後藤　　
石橋
生島
　安藤
　増尾

生島　　
増尾

吉田
加藤

光野

竹内
福島
相馬
井桁
作田◎

作田

佐藤
秋山
福田
増田

今田
神谷

今田
服部
麻生
川上
竹田
石田
畑中
佐藤◎
今門
許

今門
許

磯山

磯山

遠藤
赤井
豊島
永岡

竹内

森本
本村

森本
本村
久野
増山

増山

鈴木
佐口
島田
田中

鈴木
溝上

手術日

手術日

〈交替制◎〉

佐久間

坂田◎
太田
市川

市川
坂田

枝窪
戸田
扇
山下
原田
小堀

山田

鈴木［血液］
壹岐［血液］

中田
［消化器］

日𠮷
吉次

飯村
小島

中川

中川
林
猪熊
猪熊
宮下

宮下

森久保
　生島
　安藤

森久保

光野

中田
稲木
竹内
池ノ内
ペースメーカー
竹内
池ノ内

橋田
  山田◎
  浜中◎

福田
増田

土屋
有馬

与田
今井

石田
中原
今門◎
佐藤
許

幕内
佐野
井上
尾形
高本

風間
増田
古畑

森本
千代倉
宮山
森本
千代倉
宮山

鈴木
森本
溝上

鈴木

冨田
田中

検査

関本◎
甘利

関本

矢野◎
太田
市川
坂田

諏訪
扇
佃
山下
横手
原田

山田

後藤
［腎臓］

中川
［化学療法］

日𠮷
林

大野
小島

鈴木
壹岐
鈴木

秋山
萩原
齋藤

後藤
齋藤
折津

神宮
守屋

吉田
庵
辻野
水野

竹内
池ノ内
魚住
福島
東丸

橋田
井桁◎

橋田
内山

福田
漆原

麻生
大石

今田
与田
武智

手術日

今門◎
佐藤
許

許

橋本

丸山

豊島
酒井
酒井
田中
増田

久野木
塚西
荻原
笹川
久野木
塚西
荻原
笹川

〈交替制〉
サイバー
ナイフ

〈交替制〉
サイバー
ナイフ

手術日

浜中◎
関本
甘利
佐久間
甘利

市川◎

齋藤
種田
扇　　　
佃　　　
山下　　
横手　　
原田

木曜／鈴木：第1･3･5週
　　　壹岐：第2･4週

原則として、部長また
は副部長が診察を行
います。（［　］内は専
門領域） 

紹介状を持参された
場合には、原則として
救急担当医が診察を
行います。

水曜╱赤須:第2･4週
 

月曜／藤本・林　交替制
火曜／林・久野　交替制
水曜午後：甲状腺

 
 
 
 
 
 

水曜／安藤：第1･3週
　　　増尾：第2･4週
木曜／生島：第1･3･5週
　　　安藤：第2･4週

火曜／生島：第2･3･4週
（第3週はHOT･息切れ外来）
水曜／増尾：第1･3･5週

金曜／庵：予約のみ
 

木曜／稲木：第1･3･5週
 
木曜／ペースメーカー
　　　：第2･4週

水曜／相馬：15時～
金曜／東丸：第2週

◎印は初診のみ
木曜／山田：第1･3･5週
　　　浜中：第2･4週
 

 
水曜／秋山：初診（予約）
初診患者は完全予約制。
電話にてご連絡ください。
担当看護師が承ります。

月曜／高沢：再診（予約制）
時間の予約をお取り
することはできません。

 
 
 

◎印は初診のみ
創傷ケア外来担当医
（完全予約制）
　・日𠮷（内科）
　・森本（整形外科）
　・今門（皮膚科）
褥瘡外来（完全予約制）
　・第1･3月曜　
　　14時～16時30分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

溝上の診察は10時
開始となります。

月曜・金曜は手術の
都合により変更となる
場合があります。
火曜／西原：
　第2･4週 15時～
水曜／田中：10時～

原則として初診は紹介
状をお持ちの方のみ予
約をお受けいたします。

水曜日は手術日のた
め休診

◎印は初診のみ     

午後は全て予約制

◎印は初診

 
 
 

10時～12時
14時～17時
月曜・水曜／山田：
　9時～10時 

木曜／山田：
　13時～14時

〈交替制〉    
※初診の方については、部長・副部長が交替で診察にあたります。

〈交替制〉    
※初診の方については、部長・副部長が交替で診察にあたります。

〈交替制〉 

〈交替制〉 
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